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 これらの研究成果は計測自動制御学会(SICE:The Society of Instrument and Control Engineers)
の査読付き英文論文誌JCMSI(Journal of Control, Measurement, and System Integration)に掲載
済みであり,また,SICE2018 と PRICAI2019(Pacific Rim International Conference on Artificial 
Intelligence) の 2 件の査読付き国際会議論文を発表済みである.本学位請求論文は鯨井俊宏氏が本学
博士後期課程に在学中に得た研究成果をまとめたものであり,今後の機械学習技術の工学的応用の分
野に大きく寄与し得ることから博士（工学）を授与するにふさわしい論文であると判定する. 
 
